
（アウトプット指標による目標）
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麻生副総理兼財務大臣兼内閣府特命担当大臣閣議後記者会見の概要
財務省HP（http://www.mof.go.jp/public_relations/conference/my20130108.htm）

　購入金額等の目標数値については、以下の理由から設定することは困難である。
　①ESMの債券発行計画に依拠すること。
　②事前に明らかにすることにより市場に不測の影響を与えるおそれがあること。

　欧州の金融安定化に向けた様々な施策が講じられているところであるが、ESM債の購入により、欧州の金融安定化
にどの程度効果があったのかを測定する具体的・客観的な指標を設定することは困難である。

○　進捗実績（2013年５月末現在）
　　　購入累計額：２２億ユーロ（発行総額（215.1億ユーロ）の10.2％）

○　今後のスケジュール
　　　未定。なお、引き続き、ＥＳＭ債の一定部分を継続的に購入。

実施方法 　■直接実施　　 □委託・請負　　　□補助金　　　□負担金　　　□交付金　　　□貸付金　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

平成24年度補正予算額 -
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

　　　　外国為替資金特別会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

欧州の金融安定化が円を含む通貨の安定に資するとの観点から、外貨準備を活用し、欧州安定メカニズム（ESM)が
発行する債券の一定部分を継続的に購入する。

対策における施策の名称 ESM債の購入

（事業名） ESM債の購入 新規/既存 ■新規　　　□既存

対策の柱立て（小区分①）

担当課 為替市場課

対策の柱立て（小区分②）

事業番号 368

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（財務省）

対策の柱立て（大区分） Ⅴ．為替市場の安定に資する施策

担当部局 国際局

対策の柱立て（中区分）


